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(57)【要約】

　本発明は携帯用ボティサポートに関するもので、より

詳しくは、折畳式テーブルまたは携帯用簡易ベッドのよ

うなボティサポートを底で傾斜するように立てておき、

読書のような用途で利用可能に俯伏姿勢で用いる時、体

が傾いたサポートで下へ滑らなく、また頭を支える首の

荷重をボティサポートの顔サポート部分で完全に解消す

るように機能を提供して、首の痛症が全く発生しないよ

うに技術的構成を提供する効果を奏するボティサポート

であって、技術的構成のために、顔サポート用マスクと

骨盤サポート用鞍を蝶番とボルトなどを利用した互いに

締結及び構造化した携帯用ボティサポートである。本発

明のボティサポートを利用して俯伏状態で長時間読書を

しても全く首の痛症を感じなく、また体全体に疲労感な

どが発生せず、俯伏状態で楽に読書に集中することがで

きる精神力と姿勢が長時間保持される特長が保障される

ことを特徴とするマスクと鞍が構成された携帯用ボティ

サポートに関するものである。
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